
附
則
第
五
条
中
「
令
和
三
年
度
」
を
「
令
和
四
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
第
一
項
中
「
令
和
三
年
度
」
を
「
令
和
四
年
度
」
に
、「
附
則
第
四
条
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
附

則
第
四
条
第
一
項
第
二
号
」
に
、「
に
二
千
五
百
億
円
を
加
算
し
た
額
か
ら
同
条
第
八
号
」
を
「
か
ら
同
項
第
六
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
令
和
四
年
度
」
を
「
令
和
五
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
令
和
四
年
度
か
ら
令

和
二
十
六
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
五
年
度
か
ら
令
和
二
十
六
年
度
ま
で
」
に
、「
、
令
和
四
年
度
」
を
「
、
令
和
五
年

度
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

年

度

金

額

令
和
五
年
度

千
二
百
十
七
億
円

令
和
六
年
度

八
百
三
十
四
億
円

令
和
七
年
度

七
百
七
十
五
億
円

令
和
八
年
度

五
百
三
十
五
億
円

令
和
九
年
度

五
百
四
十
八
億
円

令
和
十
年
度

四
百
五
十
五
億
円

令
和
十
一
年
度

四
百
二
十
八
億
円

令
和
十
二
年
度

四
百
二
十
一
億
円

令
和
十
三
年
度

三
億
円

令
和
十
四
年
度

三
億
円

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

附
則
第
九
条
第
三
項
第
二
号
中
「
令
和
四
年
度
」
を
「
令
和
五
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
三
項
」
を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四

項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、」を
削
り
、「
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
法
」
の
下
に「（
平
成
十
九
年
法
律
第

六
十
四
号
）」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

附
則
第
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
第
四
項
」
を
削
る
。

（
地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
都
民
税
を
含
む
。
以
下
同
じ
」
を
「
都
民
税
を
含
む
。
第
三
条
に
お
い
て
同
じ
」
に
、「
区
民
税
を
含

む
。
以
下
同
じ
」
を
「
区
民
税
を
含
む
。
同
条
に
お
い
て
同
じ
」
に
、「
控
除
（
次
条
第
二
項
及
び
」
を
「
控
除
（
」

に
改
め
、「
、
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
収
入
が
同
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
非
課
税
及

び
同
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
税
率
の
特
例
（
次
条
第
二
項
及
び
第
三
条
の
二
に
お
い

て
「
自
動
車
税
税
率
特
例
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
減
少
す
る
こ
と
並
び
に
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
収
入
が
同

法
附
則
第
二
十
九
条
の
八
の
二
の
規
定
に
よ
る
非
課
税
及
び
同
法
附
則
第
二
十
九
条
の
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

税
率
の
特
例
（
次
条
第
二
項
及
び
第
三
条
の
三
に
お
い
て
「
軽
自
動
車
税
税
率
特
例
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
減
少
す

る
こ
と
」
を
削
る
。

第
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を「（
地
方
特
例
交
付
金
の
額
）」に
改
め
、
同
条
中
「
個
人
住
民
税
減
収
補
塡
特
例
交
付
金
の
」

を
「
地
方
特
例
交
付
金
の
」
に
、「
個
人
住
民
税
減
収
補
塡
特
例
交
付
金
総
額
」
を
「
地
方
特
例
交
付
金
総
額
」
に
改

め
る
。

第
三
条
の
二
及
び
第
三
条
の
三
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
の
表
四
月
の
項
中
「
個
人
住
民
税
減
収
補
塡
特
例
交
付
金
の
」
を「
地
方
特
例
交
付
金
の
」に
、「
個

人
住
民
税
減
収
補
塡
特
例
交
付
金
総
額
」
を
「
地
方
特
例
交
付
金
総
額
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第

三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を「
前
二
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
第
二
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
三

条
第
二
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二
条
」
に
改
め
る
。

津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
三
号

津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
津
波
避
難
施
設
、
津
波
避
難
施
設
へ
の
避
難
路
等
の
整
備
の
推
進

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
交
付
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
交
付
税
法
（
次
条
に
お
い
て
「
新
地
方
交
付
税
法
」
と
い
う
。）の
規

定
は
、
令
和
四
年
度
分
の
地
方
交
付
税
か
ら
適
用
し
、
令
和
三
年
度
分
ま
で
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（
令
和
四
年
度
に
お
け
る
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
方
法
の
特
例
）

第
三
条

令
和
四
年
度
分
の
地
方
交
付
税
に
係
る
新
地
方
交
付
税
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
財
政
収
入
額
の
算

定
に
係
る
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
道
府
県
の
項
第
十
二
号
中
「
前
年
度
の
特
別
法
人

事
業
譲
与
税
の
譲
与
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
の
譲
与
見
込
額
と
し
て
総
務
大
臣
が

定
め
る
額
」
と
、
同
項
第
十
七
号
中
「
前
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
森
林

環
境
譲
与
税
の
譲
与
見
込
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
」
と
、
同
表
市
町
村
の
項
第
十
二
号
中
「
前
年
度
の
地

方
消
費
税
交
付
金
の
交
付
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
地
方
消
費
税
交
付
金
の
交
付
見
込
額
と
し
て
総
務
大
臣

が
定
め
る
額
」
と
、
同
項
第
二
十
一
号
中
「
前
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
見
込
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
」
と
す
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
令
和
四
年
度
の
予
算
か
ら
適
用
す

る
。

（
地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に

お
い
て
「
新
特
例
交
付
金
法
」
と
い
う
。）の
規
定
は
、
令
和
四
年
度
分
の
地
方
特
例
交
付
金
及
び
地
方
交
付
税
か
ら

適
用
し
、
令
和
三
年
度
分
ま
で
の
地
方
特
例
交
付
金
及
び
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

令
和
四
年
度
分
の
地
方
特
例
交
付
金
に
限
り
、
新
特
例
交
付
金
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
の
表
四
月
の
項
中
「
地
方
特
例
交
付
金
の
額
」
と
あ
る
の
は「
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令

和
四
年
法
律
第
二
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
個
人
住
民
税
減
収
補
塡
特
例
交
付

金
の
額
」
と
、「
地
方
特
例
交
付
金
総
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
旧
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
個
人
住
民
税
減
収
補

塡
特
例
交
付
金
総
額
に
」
と
す
る
。

総
務
大
臣

金
子

恭
之

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄
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